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ヒト化マウス内ヒト T 細胞における miRNA 発現解析 

得
ら
れ
た
成
果
な
ど 

ヒト化マウスは次世代の免疫学研究に必須の実験的基盤になると考えられてい

る。現時点ではヒトリンパ球は発生するものの機能的免疫反応の惹起には至って

いない。その理由の一つとしてリンフォペニア(リンパ球減少状態)下でのヒト T
細胞の異常分化があげられる。本渡航ではヒト化マウスで発生したヒト T 細胞と

正常人末梢血の T 細胞に発現している miRNA の発現パターンを比較した。 
渡航先のDuke大学Li研究室では 30ng程度のトータルRNAから(細胞数として約

5x104)、Li博士がT細胞での発現を確認した 352 種類のmiRNAの発現を定量的PCR
により調べることが可能であった(1 分子あたり 100～300 個の細胞数)。また、彼ら

の実験系では1種類のmiRNAの発現を解析するために要する費用はわずか＄0.1に

ま で 圧 縮 さ れ て い た 。 こ の 実 験 系 を 用 い て ヒ ト 化 マ ウ ス 中 の

CD4+CD62LloCD44loTEM細胞と正常人のCD4+CD62LloCD44loTEM

今後実験回数を増やし、特異的な miRNA を同定することにより、標的分子の同定

が可能かを検討する予定である。また miRNA を中和する手法を用いてヒト化マウ

ス内の T 細胞の機能が改善できるかについて検討したい。 

細胞における

miRNA発現パターンを比較した。その結果、ヒト化マウス内のT細胞では細胞分裂、

細胞生存を促進すると考えられるmiRNAの発現が亢進していることが明らかにな

った。これは従来報告されているヒト化マウス内でのヒトT細胞のホメオスタティ

ック分裂を裏付ける結果である。その一方でT細胞刺激に対する細胞死亢進とは相

反する結果になった。 

 

※ 帰国後 10 日以内に報告書を提出してください。 HP に掲載することがあ

ります。 
※ 可能であれば顔写真、学会風景写真を添付してください。 
※ 用紙が不足する場合は、適宜加えてください。 
 


